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nを正の整数とし，
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を座標とする点をQnであらわす。このと

き，n個の点 Q0, Q1, · · · · · · , Qn−1 によって円周 x2 + y2 = 1は n等分される。
平面上の点 Pの座標を (a, b)とし，
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とするとき，λP = lim
n→∞

snの値を a，bをもちいてあらわせ。また，Pがどこにあれば
λP の値は最小となるか。


